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た
物
品
を
市
民
の
方
に
売
却
す
る

公
売
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
９
月
27
日

（木）
︵
下
見
会
・

受
付
︶午
前
10
時
～
正
午
、︵
公
売

会
︶
正
午
～
▼
会
場
＝
栃
木
県
河

内
庁
舎
本
館
５
階
大
会
議
室

※
詳
し
く
は
、
栃
木
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

http://w
w
w
.pref.tochigi.lg.jp/

b07/life/zeikin/zeikin/zei.htm
l

■
問
合
せ
＝
宇
都
宮
県
税
事
務
所 

特
別
整
理
担
当 

公
売
担
当 

☎
０
２
８
６
（２６）
３
１
７
１

佐
野
市 

収
納
課
☎
（２０）
３
０
１
０

栃
木
県
立
聾
学
校
の
学
校

公
開　

▼
日
時
＝
９
月
28
日

（金）
午
前
10
時

～
午
後
０
時
30
分
▼
会
場
＝
栃
木

県
立
聾
学
校
▼
対
象
＝
聾
学
校
に

つ
い
て
知
り
た
い
方
、
聴
覚
障
害

教
育
に
関
心
の
あ
る
方

■
申
込
＝
９
月
14
日

（金）
ま
で
に
、

同
校 

平
野

☎
０
２
８（
６
２
２
）３
９
１
０

FAX

０
２
８（
６
２
４
）６
８
８
７　

※
詳
細
は
、
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

http://w
w
w
.tochigi-edu.ed.jp/

rogakko/nc2/

 

国
民
年
金

「
60
歳
か
ら
の
任
意
加
入
」

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳

に
な
る
ま
で
の
40
年
間
、
年
金

保
険
料
を
納
め
た
場
合
に
年
額

７
７
９
，３
０
０
円︵
※
平
成
30
年

度
ベ
ー
ス
︶の
老
齢
基
礎
年
金︵
満

額
︶
を
受
給
で
き
ま
す
が
、
保
険

料
を
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
期
間
が

あ
り
、
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に

満
た
な
い
場
合
に
は
、
60
歳
か
ら

65
歳
ま
で
国
民
年
金
に「
任
意
加

入
」
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
で
、
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。︵
た
だ
し
厚
生
年
金

保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方
︶

　

例
え
ば
５
年
間︵
60
カ
月
︶保
険

料
を
納
付
す
る
と
、
基
礎
年
金
を

年
額
９
７
，
４
１
２
円︵
※
平
成
30

年
度
ベ
ー
ス
︶
多
く
受
給
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
年
金
の
受
給
資
格
期
間

を
満
た
し
て
い
な
い
65
歳
以
上
70

歳
未
満
の
方
も「
任
意
加
入
」で
き

ま
す
。

■
問
合
せ
＝
栃
木
年
金
事
務
所　

☎
０
２
８
２
（２２）
６
０
７
４

市
民
課
年
金
係
☎
（２０）
３
０
１
９

合
同
公
売
会
の
お
知
ら
せ

　

税
金
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
え

　佐野市では、平成２９年度に１，７００万円を超えるふるさと納税寄附をいただいております。しか

しながら、市内から他自治体への寄附額も年々増加しており、他自治体への寄附による税額控除額も

５，０００万円を超える状態にあります。このため市税以外の収入確保の観点から、佐野市においても、

寄附者（市外）へのお礼品の送付をすることにより、市で行う事業費の確保を図るとともに、地域産

品の販路開拓、販売力強化を目指します！！

▲

募集要件

１. 佐野市に事業所（工場含む）がある方。

２. 佐野市のＰＲにつながる商品で、市内で製造、加工、採取、栽培、サービス等がされている商品を、

寄附者に送付もしくはサービスの提供をしていただける企業または個人事業者。

※出品には別途審査がございます

▲

お礼品協力事業者のメリット

１. ふるさと納税の寄附者へのお礼品とすることにより、販路拡大のチャンスがあります。

２. 市外、県外の方にＷＥＢサイトなどを通して、事業者名、商品名がＰＲされます。

▲

募集時期

平成３０年９月１４日（金）より

※詳細は佐野市公式ホームページにてお知らせします。（募集開始

後は随時受付）

■

問合せ

政策調整課　☎（２０）３０００　seisaku@city.sano.lg.jp

佐野市水と緑と万葉のまちづくり寄附（ふるさと納税）

お礼品協力事業者を募集します！！
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

■
問
合
せ
＝

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
（２０）
３
０
１
５︵
平
日
午
前
９
時

～
午
後
４
時
︶

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎︵
局
番
な
し
︶１
８
８　

平
成
30
年
度
奨
学
金
返
済

助
成
事
業
に
つ
い
て

　

定
住
人
口
を
増
や
し
、
地
域
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
返
還
中
の

奨
学
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

募
集
要
項
は
教
育
総
務
課︵
３

階
︶
で
、
９
月
３
日

（月）
か
ら
配
布

し
ま
す
。

▼
対
象
＝
①
奨
学
金
の
貸
与
を
受

け
て
い
た
方

②
平
成
26
年
１
月
１
日
以
降
に
佐

野
市
に
転
入
し
、
申
請
日
に
お
い

て
も
佐
野
市
に
住
所
を
有
す
る
方

③
申
請
日
か
ら
４
年
間
市
内
に
居

住
す
る
と
誓
約
で
き
る
方

④
申
請
日
の
前
１
年
間
に
奨
学
金

を
遅
滞
な
く
返
済
し
、
そ
の
額
が

12
万
円
を
超
え
て
い
る
方

⑤
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

⑥
就
労
し
て
い
る
方

▼
助
成
予
定
数
＝
60
人︵
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
︶
▼
助
成
金

額
＝
12
万
円︵
た
だ
し
４
年
以
内

に
転
出
し
た
場
合
は
返
還
が
必
要

佐
野
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度

が
変
わ
り
ま
す

　

市
で
は
、
特
産
品
や
伝
統
工
芸

品
、
自
然
、
歴
史
、
文
化
な
ど
の

地
域
資
源
を「
佐
野
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
認
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
認
知
度

向
上
を
目
指
し
た
事
業
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
認
証
制
度
の
見
直
し

を
行
い
、
今
後
の
募
集
を「
佐
野

ら
ー
め
ん
」、「
グ
ル
メ
」、「
ギ
フ

ト
」の
３
部
門
の
み
と
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
募
集
に
つ
い
て
は
、

11
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
募

集
要
項
な
ど
が
決
ま
り
次
第
、
広

報
さ
の
に
掲
載
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
都
市
ブ
ラ
ン
ド
推
進

室
☎
（２０）
３
０
４
７

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

　

９
月
は
防
災
月
間
で
す
。
消
防

署
の
職
員
を
装
い
、
消
火
器
や
火

災
報
知
機
な
ど
の
購
入
を
勧
誘
す

る
業
者
が
い
ま
す
。
購
入
の
前
に

よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

訪
問
販
売
で
の
契
約
は
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
に
よ
り
解
約
が
で
き

ま
す
。
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

で
す
︶
▼
申
込
＝
10
月
１
日

（月）
～

19
日

（金）
に
教
育
総
務
課
へ

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２０）
３
１
０
６

と
ち
ぎ
障
害
者
合
同
就
職

面
接
会

　

県
南
地
区︵
栃
木
・
佐
野
・
足
利
・

小
山
︶
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
合
同
で
、

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
し
た

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
９
月
28
日

（金）
午
後
１
時

～
４
時
▼
会
場
＝
栃
木
商
工
会
議

所︵
栃
木
市
片
柳
町
２
‐
１
‐
46
︶

■
問
合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
野

☎
（２２）
６
２
６
０
FAX

（２１）
１
２
５
６

　「２, １９４. ９億円」この金額が、何を表しているか分かりますか？これは、今後４０年間に市が所

有する公共施設をそのまま持ち続けた場合に必要な、建替えや大規模改修に係る費用の試算値です。１

年間に換算すると「５４. ９億円」となりますので、５年間の更新費用３３. ４億円と比較すると、１. ６

倍の費用が必要になります。高度経済成長期に集中的に建設された施設の建て替え時期が迫っています。

この深刻な問題を市民の皆さんと共有し、市有施設をどうしていくべきかを考えていきたいと思います。

■

問合せ＝
　行政経営課
　☎（２０）３００５

市有施設適正配置　～第２回「市有施設の更新費用はどれくらいかかるの？」～

『大切に想う心にお応えします』『大切に想う心にお応えします』

栃木県初！
動物葬祭１級ディレクター取得セレモニー
当社は完全個別火葬です

佐野市犬伏上町２２０９

約１．６倍必要！

試算上の
将来水準

現在の水準

４０年間の更新費用の

総額の試算２, １９４．９億円

年間の更新費用の

試算５４．９億円
５年間の平均更新費用

３３．４億円




